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バリューチェーン

KOKUSAI ELECTRIC Wayを実現するための継続的改善を推進
当社グループは、
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価値創造事例

当社の技術によって生み出される高性能反擻 能ゞ親辶ぷ





15イントロダクション KOKUSAI ELECTRIC
の価値創造 サステナビリティ インフォメーションガバナンス

当社グループのサステナビリティ経営

当社グループのCSR・サステナビリティ経営の考え方
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の価値創造 サステナビリティ インフォメーションガバナンス

特定プロセス①：マテリアリティ候補の抽出・整理

特定プロセス②：マテリアリティ候補の重要度の評価（優先順位付け）

特定プロセス③：妥当性の確認、マテリアリティの特定

◇ 外部要求事項の整理
国際的な情報開示ガイドラインの提言内容、経営評価機関の評価項目、の提唱内容などから、当社

グループの事業活動に影響を及ぼす可能性のある社会的な課題や要求事項を抽出・整理しています。
◇ 当社グループのサステナビリティ経営課題の整理
当社グループの事業環境や収益機会、さまざまな想定リスクなどから、サステナビリティ経営の強化に必要な課題を

抽出・整理しています。

◇
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の価値創造 サステナビリティ インフォメーションガバナンス

持続可能な社会の創造・地球環境の保全
当社グループの事業活動を通じて発生する温室効果ガスや、使用するエネルギー・資源は、地球環境に深刻な影響をおよぼす恐れがあります。美しい自然環境を次世代につなげていくためには、より一層、環境に 
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地球温暖化の対策には、その原因物質である温室効果ガス排出量を削減する「緩和」と、気候変動
に対して自然生態系や社会・経済システムを調整することにより、気候変動の悪影響を軽減する
「適応」の二本柱での取り組みが必要です。
当社も「緩和」として従来からの取り組みである生産エネルギーの削減（節電、省エネ等）に加え、
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分別やリサイクルが進展した現在でも、廃棄物が環境に及ぼ
す影響が無くなることはありません。環境への負荷をできる
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NOx、
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取水量と排水量

取水の工業用水は、八尾町
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当社製品の国内物流では、モーダルシフトを継続するとともにさらなる環境負荷低減をめざして、
さまざまな物流方法の改善に努めています。
1  CO2排出量削減の監視
輸送エネルギー低減施策を行い、原単位改善率の集計と低減施策の推進

2  
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当社は、｢やりがいのある
充実した仕事｣と｢健康で豊かな
生活｣の両立の観点から、仕事
と育児・介護の両立を支援す
る制度の整備・拡充を推進し
ています。次世ÿ瘛 ゔ0槗
当 社 で り 餐 穴 Ｖ ょ ∬ 鱰
斥 の 育 賜 を 社
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イントロダクション KOKUSAI ELECTRIC
の価値創造 サステナビリティ インフォメーションガバナンス
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安全衛生管理組織体制
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 研究開発方針
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ワールドワイドにお客様への製品・サービスに関する当社独自のCS
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当社は、役員人事・報酬に関する方針の明確化および決定プロセスの透明性確保のため、任意
で、2021年6月に指名報酬委員会を設置しています。同委員会は、社外取締役を委員長とし、社外
取締役3名、社内取締役2名の計5名で構成しています。指名領域では、代表取締役、取締役および
執行役員（以下、「当社役員等」）の候補者の指名に関する基本方針、選解任議案、当社役員等への
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ガバナンス

ISOの運用状況

 ISOガバナンスの考え方
当社グループの生産拠点となる富山事業所と
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ガバナンス

ステークホルダーとの対話
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当社グループは、社会に欠かせない半導体に携わる企業として、経営の透明性向上を重要な 
責務のひとつと考えています。この考えに基づき、ステークホルダーの皆様に対して企業情報を
公正・公平かつ適時・適切に開示するとともに、ステークホルダーの皆様と積極的に対話を行う
ことにより、透明性・信頼性の高い経営に努め、企業としての社会的責任を果たしていきます。ステークホルダ＼性ツ情貌開4
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ガバナンス

社外取締役座談会

株式上場をめざし整備が進む
KOKUSAI ELECTRICのガバナンス体制

KOKUSAI ELECTRIC
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ガバナンス

社外取締役座談会

上場をめざす中で人事報酬体系の見直しを含めた体制整備を進
めるのはよいと思いますね。もし、外資寄りの人事報酬体系や評
価システムを導入するということであれば、外資企業の経験も
含めて、いろいろデータはお示しすることができると思います。
酒井
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インフォメーション

1. 当社の状況

2. 環境

サステナビリティデータ
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1 技術に関連する用語



63

ޠ༺ આ໌  ϖʕ䭀ࡌܝ

TCFD

Task force on Climate-related Financial Disclosures (






